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ボトルネック削減のためにすべきことの２０項目 

1. サイクルタイムの再測定と分析: 各工程の作業時間を再度測定し、最新のデ

ータに基づいてボトルネックを特定する。 

2. ピッチダイアグラムの作成と更新: 生産ライン全体の作業時間を可視化し、ボ

トルネックを視覚的に確認するためにピッチダイアグラムを活用する。 

3. 作業者の教育とトレーニング: スキル不足が原因となるボトルネックを解消す

るため、作業者に対して適切な教育やトレーニングを実施する。 

4. 工程間の在庫管理の最適化: 工程間の仕掛品在庫を最適化し、過剰な在庫

がボトルネックを引き起こさないように管理する。 

5. 設備のメンテナンス強化: 機械の故障や停止がボトルネックを引き起こさない

よう、定期的なメンテナンスを強化する。 

6. 自動化技術の導入: 手動作業がボトルネックになっている場合、自動化技術

を導入して作業効率を向上させる。 

7. 工程レイアウトの最適化: 工程間の物理的な距離を短縮し、作業の流れをス

ムーズにするためのレイアウト変更を検討する。 

8. 作業手順の標準化: 各工程での作業手順を標準化し、ムダを減らしてボトル

ネックを解消する。 

9. サプライチェーンの強化: 材料や部品の供給が遅延しないよう、サプライチェ

ーンの強化や見直しを行う。 

10. リードタイムの短縮: ボトルネックがリードタイムを延ばしていないか確認し、リ

ードタイムを短縮するための改善策を実施する。 

11. 生産スケジュールの最適化: 生産スケジュールを最適化し、過度な負荷が特

定の工程にかからないよう調整する。 

12. フロアマネジメントの強化: 現場管理者の巡回や指導を強化し、リアルタイム

での問題発見と対応を促進する。 

13. シミュレーションによる改善案の検証: 生産シミュレーションを用いて改善案を

検証し、最適な解決策を見つける。 

14. ボトルネック削減の KPI設定: ボトルネック削減に向けた具体的な KPIを設定

し、進捗を定量的にモニタリングする。 

15. リアルタイムのデータ収集システム導入: 各工程のデータをリアルタイムで収

集・分析できるシステムを導入し、迅速な対応を可能にする。 

16. 問題解決チームの編成: ボトルネック削減に特化したクロスファンクショナル

なチームを編成し、協力して問題解決に取り組む。 



17. 従業員の意見収集: 現場の従業員から直接意見や提案を収集し、ボトルネッ

ク削減に役立てる。 

18. 継続的改善の文化醸成: 会社全体で継続的改善（Kaizen）の文化を醸成し、

常にボトルネックを探し出し改善していく意識を持つ。 

19. パフォーマンスボードの設置: 現場にパフォーマンスボードを設置し、各工程

の進捗状況やボトルネック情報を全員で共有する。 

20. 外部専門家の活用: 必要に応じて外部のコンサルタントや専門家を招き、客

観的な視点からボトルネックの改善策を提案してもらう。 

 


